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 急に寒くなってきましたね･･･ 
 秋は一体どこへいってしまったのでしょう。つい先日まで半袖でもよかったのに、もう長袖が手放せな

い季節となりました。この急激な気温の変化に体調を崩していませんか？これから本格的に寒くなると思

います。しっかり食べて、運動して、早めに寝ることを通して、風邪などをひかないような健康な体にし

ていきたいですね。 

 また、１２月はまとめの月でもあります。学習の中でまだ十分理解できていないところがある人は、冬

休みに入る前にしっかりと復習をしたり、先生に質問をしたりして少しでもできるように努めていってほ

しいと思います。 

修学旅行を経て、６年生もいよいよ折り返し 
１０月２３日・２４日、６年生が修学旅行に出かけました。天候にも恵まれ、法隆寺や東大寺を見学。 

大仏の大きさに圧倒されながら、なぜこの大仏が作られたかなど、これまでに学習したことを振り返り

ました。夕焼けに染まる京都の町並みを清水寺から見学すると、「うわ～きれい～！」との感動の声が。

みんなで見たあの風景はこれから先もずっと、心に刻まれていくことでしょう。 

 夜になれば、楽しみにしていた旅館。豪華な食事でどの子もお腹

いっぱいに。そしてお風呂の後には、実行委員を中心としたレクレ

ーションで楽しむと、最後は先生達からのサプライズ。１年生の頃

からの写真を振り返ると今度は感動で胸いっぱいに。友達や先生と

の絆が益々深まった修学旅行。６年生もいよいよ折り返し。気持ち

も新たに後半戦も頑張るぞ！と意気込んでいました。 

 

【１２月の学校行事予定】 
月 火 水 木 金 

 

 

 

  

 

 

 

１日 

 

４日 

野田っ子スマイルデー 

個人懇談会週間 

４時間授業 

13:20下校 

５日 

 

６日 

 

７日 

 

８日 

 

１１日 

分団児童会(5限) 

一斉下校･現地指導 

おかえりキャンペーン 

１２日 

6年校外学習 

(明治村) 

１３日 

委員会活動⑧ 

１４日 １５日 

 

１８日 

 

１９日 

４年校外学習 

(科学館) 

２０日 

クラブ活動③ 

２１日 

 

２２日 

3時間授業日 

2学期終業式 

11:20一斉下校 
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青空の下、みんなでリズム縄跳び！ 
 今月から野田小学校では、運動が大好きな児童を育成しようと２年間にわたり取り組みを始め

ます。第１弾はリズム縄跳びです。２時間目やお昼の休み時間になれば、運動場に音楽が響き、

それに合わせながら縄跳びを行っています。 

 いざやってみると、前跳びやあや跳び、二重跳びなど様々な跳び方が取り入れているだけでな

く、長く飛び続けるのでとても疲れます。 

 この取り組みを通して、色々な運動や動きを経験するだけで 

なく、体力の向上にもつなげていってほしいと思います。 

 また毎月のスマイルデーには、好きなスポーツチームのユニ 

ホームやトレーニングウエアを着てきてもよいこととしました。 

次回は 12月４日（月）です。お楽しみに！ 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

スマホやＰＣから欠席連絡ができるようになりました 

 スマホやＰＣを使った欠席連絡はもうお試し頂いたでしょうか？朝の忙しい時間帯に電話待ち

をすることなく、欠席連絡ができるようになりました。注意点としては、欠席などの連絡は必ず保

護者の方が行うようにすることや、当日の８:30までにはご連絡いただくことです。ご協力をお願

いします。 

 欠席連絡の詳細は１０月１６日にスクリレで発出した 

「なごやっ子安心メール(きずなネット)を使った欠席や 

遅刻・早退の連絡について」をご覧下さい。操作手順な 

ども掲載されています。 
 

日本最速の高校生が野田小学校にやってきました！ 
 １１月１日（水）日本最速の高校生たちが野田小学校に来校し、ハードル走

のお手本を見せてくれました。子どもたちの胸の高さもあるハードルを

トップスピードで駆け抜ける男子選手、きれいなハードリングで、一

直線に走る女子選手。あまりの速さと美しさに「すげ～」と思わず声

が出ます。200ｍ走全国２位の選手と競争をしてみると、あっとい

う間に抜かされてしまいました。明らかに違う走りの速さと美しさを

見て、どの子も憧れの眼差しになっていました。 

 ２時間目の休み時間には、低学年の子も運動場に出てきて一緒に鬼ごっこ。小さな子どもたちを

見る彼らの表情は、トップアスリートからいつしか普通の高校生に。 

 校長先生の話によれば、来校した選手達は幼い頃からずっと一緒に 

練習に励んでいた仲間だそうです。小学校の頃は県で２・３位だった 

選手も、互いに励まし合いながら一緒に練習したことで今では全国 

トップの選手にまで成長することができました。走りの技術だけで 

なく、仲間の存在がいることの大切さも学べる時間となりました。 


